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京
都
哲
回
忌
規
約

一
、
本
門
は
廣
義
に
お
け
る
哲
畢
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圖
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

0
　
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
登
行
す
る

◎
　
毎
年
公
關
講
演
倉
を
開
く

日
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
四
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
曾
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
會
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
曾
が
推
薦
す
る

一
、
本
門
は
會
員
羅
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
圖
書
館
・
其
他
の
圏
膿
は
團
髄
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
三
三
は
工
費
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
圓
（
會
誌
四
冊
分
を

含
む
）
を
前
納
す
る

一
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

箏
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
交
學
部
内
に
お
く

｝
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員
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本
稿
は
昭
和
五
六
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一
〇
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三
一
日
京
都
哲
学
会
で
行
な
っ
た
講
演
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
〕
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暫
学
研
究
　
第
五
百
四
十
四
号

ぎ
の
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ω
人
間
の
認
識
能
力
の
吟
味
に
よ
っ
て
、

英
知
界
の
認
識
（
理
論
的
形
而
上
学
）
は
否
定
さ
れ
る
。
②
し
か
し
、
他

方
、
そ
の
吟
味
そ
の
も
の
が
新
し
い
形
而
上
学
と
し
て
、
い
わ
ば
「
経
験

の
形
而
上
学
」
と
し
て
登
場
す
る
。
③
道
徳
の
問
題
は
、
形
葡
上
学
や
理

論
的
認
識
か
ら
独
立
に
探
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
¢
の
伝
統
的
形
而
上
学

に
お
け
る
神
や
不
死
の
問
題
は
、
理
論
的
認
識
と
し
て
は
否
定
さ
れ
て

も
、
道
徳
的
僑
仰
と
し
て
と
ら
え
な
お
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の

考
え
は
、
批
判
哲
学
と
批
判
的
倫
理
学
と
の
、
基
本
構
造
の
枠
組
み
を

示
し
て
い
る
。
そ
れ
が
『
視
診
者
の
夢
』
に
お
い
て
、
す
で
に
一
応
成
立

し
て
い
る
。
も
と
よ
り
こ
の
書
物
で
成
立
し
た
基
本
構
想
は
、
ま
も
な
く

『
就
任
論
文
』
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
そ
の
後
批
判
哲
学
が
形
成
さ
れ
て

ゆ
く
な
か
で
、
再
び
一
そ
し
て
こ
ん
ど
は
最
終
的
に
一
と
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
と
に
か
く
『
視
霊
者
の
夢
』
に
お
い

て
、
こ
の
構
想
が
ひ
と
た
び
成
立
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
い
と
思

う
。　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
以
上
の
批
評
は
、
こ
の
著
書
の
成
果
に
目
を
み

は
り
な
が
ら
も
、
異
な
る
観
点
か
ら
あ
え
て
二
、
三
の
疑
念
を
表
明
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
物
の
全
体
と
し
て
の
す
ぐ
れ
た
価
値
を
そ
こ
な
う

も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
創
見
と
努
力
に
重
ね
て
敬
意
を
表
し

つ
つ
筆
を
欄
く
。
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）
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
四
号

成
　
田
　
朋
　
子

寺
賑
ひ
ろ
子

小
椋
た
み
子

認
知
行
動
の
発
達
と
言
語
機
能

こ
と
ば
の
獲
得
期
に
お
け
る
乳
児
の
発
達

心
理
治
療
に
お
け
る
象
徴
過
程
の
意
義

　
－
一
方
法
論
の
展
開
i

社
　
会
　
学

中
道
　
実
成
層
・
移
動
・

青
木
康
容
権
力
の
概
念

エ
リ
ー
ト

一
四
二

　
一
、
日
本
古
典
の
哲
学
的
研
究

　
　
　
　
　
－
古
事
記
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
　
梅
原
　
猛
氏

　
講
演
会
は
盛
会
で
あ
り
、
ま
た
、
終
了
後
、
楽
友
会
館
に
お
い
て
、
宝

月
、
梅
原
両
氏
を
囲
ん
で
、
約
二
十
名
の
会
員
が
晩
餐
を
共
に
し
つ
つ
、

討
論
、
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
た
。
な
お
宝
月
氏
の
講
演
内
容
は
、

本
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

美
学
美
術
史
学

安
　
藤
　
邦
洋

潮
　
江
　
宏
　
三

五
十
嵐
節
子

三
浦
信
一
郎

カ
ン
ト
に
お
け
る
美
の
意
味

十
八
世
紀
惣
。
宕
お
ω
ρ
¢
Φ
の
風
景
画
に
於
け
る
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
カ
ズ
ソ
ズ
の
意
義

カ
ー
ル
大
帝
の
宮
廷
礼
拝
堂
に
関
す
る
一
考
察

「
美
的
な
も
の
」
を
め
ぐ
る
自
然
と
自
由

（
シ
ラ
ー
の
「
カ
リ
ア
ス
書
簡
」
を
中
心
と
し
て
）

五
　
京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
記
事

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
は
、
十
月
三
十
一
日

（
土
）
午
後
一
時
か
ら
、
京
都
大
学
文
学
部
第
七
教
室
に
お
い
て
、
中
久

郎
教
授
の
司
会
に
よ
り
左
記
の
如
く
行
わ
れ
た
。

　
一
、
相
互
作
用
論
か
ら
み
た
キ
ャ
リ
ア
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
助
教
授
　
　
　
宝
月
　
誠
氏

止偏予文論口

写次

随
眠
と
帰
属
の
理
論
（
承
前
・
完
）
…
…
…
…
…
山
内
得
立

共
同
体
論
に
お
け
る
共
同
性
の
問
題
…
…
…
…
…
中
　
久
郎

「
分
割
法
」
考
案
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…

　
ー
プ
ラ
ト
ン
後
期
対
話
篇
へ
の
視
点
1

小
池
澄
央

主
観
と
自
発
性
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
酒
井

　
i
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
形
而
上
学
の
根
本
問
題
一

三



金
日

止
口

一
、
本
禽
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
匠
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
曾
（
振
替
口
座
京
都
二
一
四
〇
三
九
番

京
都
哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
三
、
六
〇
〇
圓
、
但

し
、
寸
寸
四
冊
分
）
を
お
携
込
下
さ
い

又
會
貝
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
蛮
欝

に
倒
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
厘
一
番
町
一
七
番
地
創
文

祉
（
振
替
口
座
東
京
二
一
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
員
の
二
三
・
入
垂
泣
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

…、

{
誌
の
編
輯
に
關
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
賂
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

都
　
哲
　
學
　
會

京
都
帯
左
京
塵
吉
田

京
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
五
十
ヒ
年
　
四
　
月
十
五
日
　
印
刷

昭
和
五
十
七
年
　
四
　
月
二
十
日
　
嚢
行

編
輯
兼

発
行
人

編
輯
代
表

編
輯
担
当

伊酒京轟

　　大
藤織
　井哲黄

邦　學

武修會

賞
捌
所

印
　
鰯
　
所

響霧護久綴
1羅鶴野
関株　隙厩

早式藷理文

潅1蕩肚

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

「
．
會
員
以
外
の
購
譲
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
交
赴
」
へ
御
申
込
下
さ
い

｝
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
債
九

〇
〇
矧
、
送
料
。
六
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



昭
和
五
十
七
年
四
月
十
五
日
印
刷

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
十
日
嚢
行
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